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１　研究の背景

　知識基盤社会と言われる今日，子どもたちが生

きていくこれからの社会には様々な課題がある。

核家族化や世帯の小規模化，耐久消費財や外部

サービスの普及，既製品購入の一般化など，子ど

もたちを取り巻く社会は，より便利に，より速く

することに向かって歩んでいる。一方で，情報や

物が氾濫しており，その中でよりよく生きていく

ためには，それらの情報等に流されることなく，

自己や家族が自分や自分たちらしく生きるために

有用なものやことをあらゆる視点から取捨選択し

て利用していく力がなければならない。そして，

具体的な生活場面の中で，知識や技術を駆使して

総合的に判断し，実行する力が必要である。さら

に，相手や状況に応じて手段を工夫しながら，自

分の思いや願いを能動的に追求していこうとする

力が必要である。また，近年は，地域の家庭生活

文化の継承，国際化，情報化，福祉問題など，子

どもたちを取り巻く生活環境には様々な教育課題

が内在しており，家庭生活を総合的に捉えられる

子どもを育成していかなければならない。さらに，

家庭生活は人，もの，環境，情報などとの関わり

合いによる総合的な営みであり，衣・食・住，保育，

家族関係，消費，環境など様々な内容に関する知

識や技術などを有機的に関連付け，様々な立場の

他者とともに総合的かつ能動的に生活していける

子どもを育成する必要がある。

　戦後の家庭科教育において一貫して目標として

掲げられてきたのは，家庭生活の『基礎基本の知

識・技術の習得』，『家庭生活の意義の理解』，『家

庭生活に必要な能力と（主体的，実践的）態度の

育成』の３点である。家庭生活をつつがなく維持

運営するための能力を磨くことが求められてお

り，家庭生活から出発して，生活にかかわる問題

を広く考えたり，問題解決に知識，技術を活かし

たりといった，学習目標や内容をより広くとらえ

る方向性は弱いといえるものであった。しかし，

時代の流れやこれからの社会に求められる力など

から，主体的に生活を営む力を培うというところ

に教科の価値が見出されてきた。日本家庭科教育

学会新構想研究委員が提示した「家庭科教育が育

む『生きる力』概念図」では，家庭科教育で最終

的に多文化共生社会をめざす中で，個人・家族の

生活を展望し，家庭生活や市民生活を創るために

必要な資質・能力を育むことを目標としている。

ここでいう「家庭生活，市民生活を創る資質・能力」

は，より具体的には，「生活を総合的に認識でき

る力」「必要な情報を選び取り批判的に見つめる

力」「人，社会，自然とのつながりを認識する力」

のことである。これらをもとに「生活者として生

活をどう営むかの生活観を確立し，社会参加への

展望を切り開く」ことが期待されている。このよ

うに，家庭科教育では，家庭生活内での判断力・

実践力だけでなく，生活観の確立や社会とのつな

がりを認識する力を育てることが必要であると考

え，以下の授業創造の基本的な考え方を明らかに

した。

　⑴　家庭科授業で目指す子どもの姿

　家庭科で目指す子どもの姿を，○柔軟に計画を

立てたり選択・判断したりすることができる子ど

も，○限られた生活資源や様々な環境や状況の中

で，目的に応じてよりよい生活を追求していこう

とする子ども，○友達と教え合ったり，役割分担

を意識したりしながら具体的に問題を解決してい
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く子どもと設定した。○限られた生活資源や様々

な環境や状況の中で，目的に応じてよりよい生活

を追求していこうとする子どもとは，自分の生活

と関連のある物的環境や人的環境とのつながりに

気付き，それら複数の視点から生活をとらえるこ

とができる子どもである。さらに，自分の目的に

よって重視する条件を考え，自ら生活をよりよく

しようとすることができる子どもである。○柔軟

に計画を立てたり選択・判断したりすることがで

きる子どもとは，時間や材料，作業の順序，役割

分担など，自分の目的を達成するために活用し得

る条件を組み合わせて効率よく目的に近づくため

の計画を立てたり選択・判断をしたりすることが

できる子どもである。○具体的に問題を解決し自

分の生活を変えていける子どもとは，生活におけ

る問題点や矛盾点に目を向け，学習したことを生

かして自分や身の回りの生活をよりよくするため

の解決方法を見出したり，具体的に働きかけたり

することができる子どもである。これらに共通し

ているのは，生活を総合的にとらえ，目的に応じ

て自ら生活をよりよくすることができる力が必要

であるということである。子どもたちは，家庭科

学習においてだけではなく，最終的に自分の生活

に応じて自ら行うことができるようになること

で，家庭科で育成したい姿に近づいていくと考え

た。

　⑵　７つの力や態度を発揮させる授業創造

　目指す子どもの姿に近づくために発揮させるべ

き力や態度を「７つの力と態度」を設定し，図１

のように学習過程において位置付け，題材内で効

果的に発揮できるように設定した。

　このように，学力の三要素を高めるためには，

題材全体を通した目的・目標・問題に基づいて，

子どもたちがストーリーを考えながら学習計画を

立てていかなければならない。導入段階では，多

面的・総合的視点から考えることにより高まった

目的・問題意識を基に，最終的に進んで参加する

ための力を身に付けたいという目標をもって学習

を展開する。学習を展開する中で，目的を達成す

るために必要な計画を考えたり吟味したりする。

また，自分や自分たちに不足している情報を得た

り練習したりしながら終末段階での実行・実践へ

向けて必要な力を身に付けていく。

２　研究の方向

　今回は，これまでの授業創造の考え方を踏襲し，

一人一人が考える過程をさらに重視した学びの展

開を目指し，考える過程で発揮される学び合いで

の思考力・判断力・表現力を確かに身に付けさせ

る必要があると考えた。つまり，集団での学びが，

目的や目標に応じた有効な情報のやり取り，一人

一人が生活に生かすための必要な力を深める場と

ならなくてはならない。また，家庭科学習では，

家庭生活に関する身の回りの様々な対象（人，も

の，こと）とのかかわりの中から様々な問いや思

いが生まれる。このことから，生活と密着した学

習を展開し，集団の学びの中で，生活とつながり

のある学び合いがなされる必要であると考えた。

友達との学び合いを通して互いの学びを見つめ直

し，修正しながら展開していく姿が「学び合う姿」

であると考える。また，今もっている知識や技能

を駆使して，自分の力で主体的によりよく課題を

解決していく力としての「思考力・判断力・表現力」

の育成が大切であると考える。

３　生活を総合的にとらえ目的に応じて

生活をよりよくしようとする力を育む

家庭科授業の基本的な考え方

⑴　生活を総合的にとらえ，目的に応じて自ら

生活をよりよくすることのできる力を育む家

庭科授業とは

　子どもが，どのように自分の生活を変化・創造

【図１　７つの力や態度の学習過程における主な位置づけ】
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していけばいいのかを具体化していける授業であ

る。また，生活とつながる学び合いが保障されて

いる授業である。

⑵　学び合う授業とは

　思考力・判断力・表現力にかかわる「多面総合」

「目的整合」「未来予測」「コミュニケーション」

を発揮し，基礎的・基本的な内容を学ぶ授業であ

る。このように「多面総合」「目的整合」「未来予

測」「コミュニケーション」をよりよく発揮させ

るためには，たとえ新しい問題場面に出合ったと

しても，それまでに活用したことのある「多面総

合」「目的整合」「未来予測」「コミュニケーション」

や既習の内容を思い起こしながら，それを生かし

学びを展開していく「集団の学び」が「個に返る」

授業づくりが大切になると考える。

⑶　「集団の学び」が「個に返る」とは

　「集団の学び」とは，見出した課題を解決する

ために，学級や課題別グループで互いに役割を果

たしながら情報を収集・交換し，共通課題におけ

る問題解決的な学習での追求活動から，家庭生活

に生かす土台となる力を高められる学びのことで

ある。また，「個に返す」とは，集団の学びの中

で実感した，家庭生活の営みのよさや根拠となる

事象を，自分の家庭生活に置き換えて考えたり，

実践したりできることである。

４　学習指導の具体化

　生活とつながる学び合いを「多面総合」「目的

整合」「未来予測」「コミュニケーション」と内容

の２つの視点から，○目的を明確にするための学

び合い，○自分なりの課題を明らかにすることが

できる学び合い，○工夫のよさを高め合うことが

できる学び合いと設定した。○目的を明確にする

ための学び合いとは，自分たちの学び合いによっ

て，家族や身の回りの人たちにとってどのように

生活をよりよくすることができて，何を解決・達

成していかなければならないか明確にすることで

ある。○自分なりの課題を明らかにすることがで

きる学び合いとは，自分の生活課題の解決に向け

て，思考力・判断力・表現力を駆使しながら，一

人一人が確かに自分なりの現在の課題を認知する

ことである。○工夫のよさを高め合うことができ

る学び合いとは，自分の見出した工夫と友達の見

出した工夫とを吟味し合っていく中で，互いの考

えを整理したり，より高次な考えを生み出したり

することである。

　このような学び合いの姿を展開させるために

は，学習指導の工夫として，「目標設定における

学習指導の工夫」，「思考の仕方における学習指導

の工夫」が有効であると考える。

　⑴　目標設定における学習指導の工夫

　家庭科を学習する小学校高学年以上の子どもで

は，自分の家庭生活や生き方と関連するような目

標をもって学習活動に励むことのほうが多い。た

だ単に，学習活動それだけが目標というような状

況は少ない。子どもたちは，自分のもっている能

力や可能性を最大限に発揮し家族の一員，社会の

一員といった独自の人間に成長することを，より

よい目標と考える。こういった考え方に立つと，

わたしたちは自分らしい目標をもって学習するこ

とが重要である。その目標が自ら好んで自己決定

したこと，すなわち広い意味での自発性がそこに

認められるならば，内発的といえる。このような

点でも自発性の観点が重要であるといえる。ここ

でいう社会とは，小学校での家庭科においては，

家庭生活の意味合いが大きい。そこで，図２のよ

うに目標設定を自分の家庭生活や社会に関連させ

て「多面総合」「未来予測」「コミュニケーション」

を発揮させることで，集団の学びをより効果的に

生み出すことができる。

【図２　生活と結び付けた目標設定の手順の考え方】

◇　目標設定における学習指導の工夫の具体化

・　対象の広がり，対象に対しての課題意識の

もたせる手立て〜イメージマップと共通課題

（試しの調理）〜

　子どもが自分の食生活上の課題に気付き，学習

した知識や技能を生活に活用していくには，子ど

も一人一人に必要感をもたせ，家族のためにでき
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るようになりたい，やってみたいという思いをも

たせる必要がある。そのためには，目標設定が，

本当に知りたいことを追求する学びとなるものに

なっているかが重要である。そのため，目標設定

では，一定の生活認識ができていなくてはならな

いと考える。そこで，子どもたちの実態を把握す

る上で活用できるのが，図３のようなイメージ

マップである。題材の導入時に，これまでの経験

や家庭生活を想起し，イメージするものを結びつ

けていく。さらに，学習を進める中で，図を更新

しながら，子どもの認識の広がりを把握していく。

【図３　対象への認識を把握するための図】

　また，個々のもつ知識・技能，見方・考え方の

表出によって生まれる考えとの「理想」と「現実」

を体験的な学習で実感するために，共通課題とし

ての試しの調理を行った。例えば，一食分の食事

の献立作りの場合，これまでは試しの調理の際に，

一人一人が自分の作りたい献立を試しに調理して

みる活動を行っていた。この試しの調理により，

思い描いている献立と自分の献立との差から，自

分の課題に気付くことができる。一人一人の課題

から，「栄養面」「調理法」「効率のよい調理計画」

といった共通する観点を見出すことができ，課題

を解決するための方法を考えることができる。し

かし一方で，基礎的・基本的な力が十分でない子

にとっては，試しの調理の段階から自分の家族に

応じた献立を作ることは，困難なことであるとも

考えられる。共通課題を設定し，共通する課題に

ついてそれぞれの考えや解決策を基に，議論をし

合う場を設ける。そうすることで，図４のように

課題がより明確になり，既有の自分なりの考えが，

より客観的で確かな考えへと発展していく。

【図４　調理計画と一食分の食事】

・　課題に対して見通しをもち，主体的に様々

な手段で追求する手立て〜仮説の設定と効果

的な情報提示〜

　子どもたちが，追求したいことが定まったら，

必要な課題を解決するために，情報を得ようとす

る。ただ単に，本やインターネット , インタビュー

から情報を得るのでは，子どもたち自身の学びと

は言いにくい。子どもたちが自分の学びとしてい

くためには，「仮説」を立てる。「仮説」は，情報

収集の目的と収集方法の適切さを検討するための

拠り所となる。「仮説」を立てることで自分の追

求課題から何を見付けたいのか，知りたいことは

何なのかを問い直し，続けることができると考え

る。例えば，「体を温める健康みそ汁」を追求課

題とし，「栄養価の高い旬の食材を利用すればよ

い。」と仮説を設定したならば，旬の食材には，

どのようなものがあるのか。どのような栄養的特

徴があるのか。体を温める食材には，そのような

物があるのか。食材の組み合わせは，どうすれば

よいのか。など追求課題を解決するために必要な

情報を見出すことができる。また，立てた「仮説」

を教師が把握することで，課題を解決するために

必要な視点を見出すことのできない子どもに対し

て，個別に関わることができると考える。教師が

一緒に寄り添いながら，何を明らかにしたいのか，

どのような追求活動をすればいいのかを教師と共

に考えることができる。「仮説」は，追求するこ

とがより明確になり，子どもたちが主体的に追求

活動を進めることできる。また，体験的な活動に

よる感覚的な情報収集の場は，課題に対して見通

しをもつために必要である。写真１のように，栄

養教諭との連携や実物の提示，実験などを効果的

に入れることが大切である。例えば，「ご飯とみ

そ汁」の学習では，栄養教諭や担任，家庭科専科

によって作られたみそ汁を提示し，各家庭のみそ
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汁は，よりよいみそ汁を作るために追求していた

視点が総合的に取り入れられていることを実感さ

せることができる。また，「一食分の食事」の学

習では，給食室で活用されている，「動線図」や「調

理計画」を提示し，安全面や衛生面，効率面から

調理計画を見直すことができる。

【写真１　栄養教諭の説明】

　⑵　思考の仕方における学習指導の工夫

　家庭生活の環境や状況が異なる子どもたちの

もっている知識はみな違うため，学級をひとまと

めにして行うことは困難である。そこで，思考の

仕方を整理し，一人一人に身に付けさせ表出する

ことで，個に応じた学習指導を展開することがで

きると考えられる。さらに，思考については，「比

較」「関係付ける」の２つの視点に焦点化し，図５・

６のように具体的に対象を明確にして比較させた

り，観点を明確にして関連付けさせたりして「多

面総合」「未来予測」「目的整合」「コミュニケーショ

ン」を発揮させることで，集団の学びをより効果

的に生み出すことができる。

【図５　明確な対象を比較させる指導方法設定の手順の考え方】

【図６　明確な観点で関係付ける指導方法設定の手順の考え方】

◇　思考の仕方における学習指導の工夫の具体化

・　比較関係付け，多面的な見方で考えるため

の手立て〜学習内容の要素の明確化〜

　子ども一人一人が，家庭科の授業で共通に普遍

的な知識や技術を学習し，それを基盤として，実

際の家庭生活との関連を図りながら，各自の食生

活の課題を解決する能力を身に付けることが大切

であると考える。よって，食生活に関する基本と

なる要素や題材で学ぶべき観点を明確にすること

で，既習内容と新たに習得した内容を比較・関係

付けたり，家庭での実践化につながったりしやす

いと考える。図７のように，食生活に関する題材

の学習内容を設定した。題材ごとに，比較・関係

付けの観点が明らかになることで，学習を行う内

容と既習内容とのつながり，基礎的・基本的な

知識及び技能の重点化を図ることができると考え

る。勿論，家庭生活は，衣食住それぞれの生活が

単独で行われているのではないため，内容相互の

関連を図っていくことも大切である。

【図７　食生活に関する内容の題材での比較・関係付けの観点】

・　目的に応じて，追求したことを生かし，表

現するための手立て〜相手意識の明確化〜

　常に家庭生活に置き換えて考え，家族に対する

思いが継続できるようにするために，個人のテー

マを設定することが大切である。例えば，「ご飯

とみそ汁」の学習では，「わたしの家族は，○○

だから，□□なみそ汁」を作りたいという個人の

追求課題を設定することで，最終目標に向かい，

追求活動や情報収集を吟味しながら進めることが
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できる。また，これまでの学習を生かし，家庭で

の実践につなぐ手立てとして，図８のように学校

給食の献立として提案するなど指導計画の改善を

行った。

【図８　提案したみそ汁の献立】

　「一食分の食事」の学習では，これまでの食生

活の学習をより総合的に考え献立を立てることか

ら，試しの調理として，表１のように共通課題を

教師が設定し，家族を想定して献立作りを行うこ

とができる。このことは，より主体的に自分の家

庭や家族といった相手意識や目的意識を常に持ち

続けさせ，家庭での実践へ向かうために有効であ

ると考える。

【表１　相手を意識した共通課題】

５　学習指導の実際

　生活を総合的にとらえ，目的に応じて自ら生活

をよりよくすることのできる力を育む家庭科授業

の実際について第６学年「わたしも調理名人Ⅲ〜

ご飯とみそ汁」をもとに述べていく。

　⑴　題材の特性及びこれまでの課題

　この題材を，６年生に設定してある。それ

は，５年生からの食生活の関連学習の流れを

考えて設定したものである。５年生では，ゆ

でる，炒めるという調理法を使ってのおかず

作りに挑戦する。ゆでる，いためるでは，１

品料理となる。そして，本題材では，ご飯と

みそ汁という２品料理になる。この学習後，

献立の立て方を学び，１食分の食事を整える

学習へと発展していく。

　これまでの試しの調理を基に追求課題を立

て，情報収集，情報交換を行っていたが，獲

得した情報を学級での本番の調理実習に活用

することが中心になってしまい，自分の家庭

生活に置き換えにくいという実践上の課題が

あった。実践的な態度へとつなげられるため

にも，自分の家庭生活や食べる相手を意識し，

実践したいという思いを高める工夫が必要で

ある。

　⑵　課題解決のための手立て

・　常に家庭生活に置き換えて考え，家族に

対する思いが継続できるようにするため

に，「わたしの家族は，○○だから，□□

なみそ汁」を作りたいという個人の追求課

題を設定する。

・　個人の追求課題を達成するために，どの

ような方法でどのような情報が必要なのか

を明らかにし，最終目標を意識できるよう

にするために，仮説を立てて活動の見通し

をもたせる。

・　よりよいみそ汁を作るための視点をより

多くもたせるために，栄養教諭と連携を図

り，学校給食を教材として活用し，必要な

情報を提供してもらう。

・　追求活動や情報交換で得た情報を吟味し

たり，活用したりして，他者を意識した調

理計画が立てられるようにするために，家

庭での実践の前に学校給食に提案するみそ

汁を考えさせる。

　①　題材の目標

　【関心・意欲・態度】ご飯とみそ汁に関心をもち，

食品の組み合わせや食品の選び方，材料の分量な

どを考えながら，ご飯とみそ汁を作ろうとするこ

とができる。

　【生活を工夫する力】米やみその特性のもと，

食品の種類や特性，食べる人の目的に応じた調理
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計画を立てることができる。

　【知識・理解，技能】米やみその栄養的な特徴

が分かり，食品の特性を考えながらご飯とみそ汁

を作ることができる。

　②　指導計画

１　ご飯とみそ汁のよさについて知り，自分が家

族に作りたいご飯とみそ汁の目標を設定する。

①

２　ご飯とみそ汁の試しの調理をし，その成果や

課題から，自分が家族に作りたいご飯とみそ汁

の目標を達成するための仮説を設定する。②③

３　自分の目標を基に，課題別グループで追求活

動を行う。④⑤

４　課題別グループで追求したことをまとめる。

⑥

５　課題別グループで解決した結果を情報交換し

合い，得た情報をもとに，自分のご飯とみそ汁

を見直す。⑦（本時：図９）

６　これまでの学習を振り返り，学校給食に提案

する学級のご飯とみそ汁のテーマを設定し，調

理計画を立てる。⑧

７　調理計画にそって調理をし，学習したことが

自分の生活にどのように生かしていけるか話し

合う。⑨⑩

　③　本時の目標

　課題別グループで追求したことを基に，よりよ

いみそ汁を作るには，どうすればよいか進んで情

報交換することができる。また，栄養面だけでな

【図９　本時の実際】
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く，相手を意識した食材選びや調理法などの工夫

を自分のみそ汁の調理計画に生かすことができ

る。

　④　７つの力や態度の発揮

　よりよく調理するためには，どのような工夫が

できるのか，｢食材の選び方 ｣や ｢ 調理方法 ｣な

どの視点から自分の班と他の班の追求を比較し，

自分の家庭での調理での実践に必要な情報を多

面・総合の力を発揮させることで提供，獲得させ

る。

　自分の調理のどこに生かすことができるか，情

報交換で見出した工夫のよさと自分の調理を関

係付けながら目的整合の力を発揮させて考えさせ

る。

　⑤　本時の展開にあたって

　本時では，思考の高まりを目的にした学び合い

が重要であると考える。そこで，自分の作りたい

テーマに合ったみそ汁を達成するために，選んだ

食材や調理法の関係性を問うことで，「旬の野菜

は，安く，新鮮で栄養価が高いのだな。その野菜

を実として，栄養いっぱいの健康みそ汁を作りた

いな。」などの考えを引き出しながら展開してい

く。 

　⑥　結果と考察

○　自分の家族に作りたいみそ汁のテーマとより

よいみそ汁にするために現段階で自分がもって

いる視点を比較させることで，常に家庭生活に

置き換えて考え，家族に対する思いが継続して

いた。

○　よりよいみそ汁を作るためは，作る相手に応

じて食材や調理法など総合的な視点をもたせる

ために，栄養教諭や担任，家庭科専科のみそ汁

の工夫を提示することで，「自分もやってみた

い。」という思いを高め，家庭に置き換えて考

えることができた。

○　よりよいみそ汁の視点を提示をすることで自

分がこれまで追求してきた視点と情報交換に

よって得られた視点とを関係付けることができ

た。

６　研究の成果と課題

　⑴　成果

○　「家族のためにできるようになりたい」「やっ

てみたい」と家庭での実践を常に意識しながら，

必要感をもって学習に意欲的に取り組む姿が見

られた。

○　自分の目標と追求方法とが関係しているのか

を考え，自分の仮説を更新しながら，追求活動

を進めていた。

○　思考を働かせる条件（比較・関係付け）での

観点がより明確になり，共通認識の中で生活を

工夫する力（思考力・判断力・表現力）を高め

る姿が見られた。

　⑵　課題

○　生活をよい総合的にとらえるための学習指導

をさらに具体化していく必要がある。

○　教師と保護者からの継続的な見届けや価値付

けの充実を図る必要がある。

付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成

25 〜 27 年度研究紀要で発表した研究内容等に基

づき，家庭科教育において研究をさらに発展させ，

その研究成果をまとめたものである。
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